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本書の位置づけ 

 

 

本書「自治体業務アプリケーションユニット標準仕様 【インタフェース一覧】」は、各業務ユニットが提供側の業務ユニットとして、ＳＯＡＰのサービス呼出しにより、

情報を提供するためのインタフェースを定義したもので、入力・出力を定義したインタフェース一覧と、その中のメッセージ名から関連づけられたメッセージ定義

から成る。 

各業務ユニットはこのインタフェースを実装することが必要である。 

 

 

 

 

<<準拠ルール>> 

 ： 各業務ユニットは、本インタフェース一覧で規定されている、各業務ユニットのデータ連携（ＳＯＡＰ呼び出し）インタフェースを持つこと。 （必須） [1.9] 

 

※「30 住登外管理ユニット」については、住登外管理ユニット内で住登外者の世帯を管理する仕様と管理しない仕様のいずれかを選択可能としている。 

 


